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鳥インフルエンザ発生農場が 
雇用調整助成金の対象となるケースについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和５年シーズンも４県で家きん農場において高病原性鳥インフルエンザが発生しました。12月3日

時点で野鳥等で多くの発生が確認され、昨年に引き続き大発生の可能性も捨てきれません。不幸にも

被災した生産者の方には、国等の支援が講じられますが、今回は雇用調整助成金について解説します。 

 

雇用調整助成金について、鳥インフルエンザを直接的な理由（家畜伝染病予防法に基づく家きんの

殺処分、農場の消毒等の防疫措置、移動制限等）とした事業活動の縮小は、「経済上の理由」に該

当しないため、本助成金の対象になりません。 

 

一方、発生農家であっても、例えば移動制限等の法令上の制限が解除された後において、新たに種

鶏や採卵鶏等が購入できないなど発生前の規模で事業再開できない「経済上の理由」があり、これに伴

い事業活動が縮小した場合は、要件を満たせば支給対象となりえます。 

 

 要件の例 

高病原性鳥インフルエンザ及び低病原性鳥インフルエンザに関する特定家畜伝染病防疫指針に基づ

く経営再開に必要な検査等終了後以降の生産指標（生産量、販売量、売上高など）について、最

近３か月間の月平均値が前年同期比10％以上減少した場合 

※ 本助成金の利用に当たってはいくつか要件がありますので、事前に管轄の都道府県労働局・ハロ

ーワークへお電話ください。 
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雇用調整助成金とは 
経済上の理由により事業活動の縮小を余儀なくされた事業主が、従業員の雇用を維

持するために、一時的に休業等を行った場合、当該休業に係る休業手当相当額等の一

部を助成する制度です。 



 

2 

 

日鶏協ニュース 2023年 12月号 

 

農水省のホームページ 

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/shien_taisaku.html 

 

厚生労働省のホームページ 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufuk

in/pageL07_20200515.html 

 

【問い合わせ先】 

  一般社団法人日本養鶏協会  野澤、淺木  TEL：０３（３２９７）５５１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/shien_taisaku.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/pageL07_20200515.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/koyou/kyufukin/pageL07_20200515.html
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「いいたまごの日」（11月２日）イベント実施報告 

【日時】令和５年１１月２日（木）10：00－ 

【場所】仙川キユーポート・キユーピーマヨテラス 

（東京都調布市仙川町 2-5-7） 

 

 １１月５日は「いいたまご（１１０５）の日」。今年も一般社団法人日本卵業協会、一般社団法

人日本養鶏協会の共同開催にて、農林水産省の後援を受けイベントを開催いたしました。 

 日鶏協・日卵協の米山会長、日鶏協の彦坂副会長（普及啓発委員長）は、審査員としてイベント

に参加し、開会・閉会のあいさつをいたしました。 

 行事の概要は、まず９回目を迎える「たまごニコニコ料理甲子園」。今年は、全国から１，１３７件の

応募があり、予選を勝ち抜いた全国６地域の高校生チームによる創作料理の調理について厳正な審査

を行い、グランプリを筆頭に６賞の受賞が発表されました。 

 

  

「たまごめんの担々麺」 

中国・四国エリア：岡山県－有富さん 

「竜眼のだし巻き卵」 

九州・沖縄エリア：長崎県－河口さん 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グランプリ受賞作品 準グランプリ受賞作品 

 

〇 栄養満点賞 「Ｃａｋｅ ＳＡＢＡ」中部エリア：愛知県－瀧井さん 

〇 デリシャス賞「とまつくね」近畿エリア：京都府－長谷川さん 

〇 アイデア賞「ふわふわ甘辛豚丼」関東エリア：千葉県－西村さん 

〇 彩（いろどり）賞「海鮮のリゾット∼和と洋の融合∼」北海道・東北エリア：山形県－小関さん 

その他 
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き じ ま り ゅ う た の 料 理 シ ョ ー 

 

後半は、参加の高校生チームを対象とした、料理研究家きじまりゅうた先生による実演・講演を実

施。きじま先生の軽妙なトークを交えつつ、２種類の料理を紹介。参加者の皆さんは、午前中の緊張・

疲れも忘れ、先生と一体となり新しいメニューの体験を楽しんでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

■たまごニコニコ大作戦-たまごニコニコ料理甲子園（（一社）日本卵業協会） 

http://www.nichirankyo.or.jp/tamaniko/ 

 

 

「いいたまごの日 ロゴマーク」をご活用ください 

 

マークのご利用を希望される方は、下記のWEB サイトをご参照の上、 

当協会までご連絡ください。 

 

■「いいたまごの日 ロゴマーク」の使用について 

http://www.jpa.or.jp/news/gyosei/20191011/ 

 

 

【お問い合わせ】 

業務第３部 Tel:03-3297-5515  

  

 
目玉焼き風ピザ 

 

 

トマトの卵炒め・蕃茄炒蛋 

http://www.nichirankyo.or.jp/tamaniko/
http://www.nichirankyo.or.jp/tamaniko/
http://www.nichirankyo.or.jp/tamaniko/
http://www.jpa.or.jp/news/gyosei/20191011/
http://www.jpa.or.jp/news/gyosei/20191011/
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令和５年１１月２８日（火）１４時から TKP 東京駅カンファレンスセンターにおいて鶏卵公正取

引協議会第１４回通常総会が開催されました。 

 

 例年 6 月末に開催していた通常総会ですが、令和 5 年は事務局体制

の変更により開催が遅れておりました。関係者のみなさにはご心配をお掛け

致しました。 

 

 本総会は、協議会の杉原勲会長のご挨拶の後、鶏卵公正取引協議会

の所管官庁である公正取引委員会の西川康一課長（取引規格課）及

び消費者庁の藤平章課長補佐（表示対策課）よりご挨拶をいただき、杉

原勲会長の議事進行のもと 4 つの議案が審議されました。 

 

第 1号議案 令和 4年度事業報告、貸借対照表、正味財産増減計算書、財産目録に関する件 

第 2号議案 令和 5年度会費・入会金に関する件 

第 3号議案 鶏卵の表示に関する公正競争規約及び施行規則の一部変更に関する件（特別議

決事項） 

第 4号議案 令和 5年度事業計画及び収支予算に関する件 

 

 上記議案につきましては、すべて賛成多数で可決されました。 

 

 今後、鶏卵の表示に関する公正競争規約及び施行規則の一部変更について、消費者庁長官および

公正取引委員会の事前審査を経て申請書を提出する必要があります。認定の告示をもって施行となり

ますので、ホームページ上でお知らせいたします。 

変更内容の周知につきましては、毎年開催している中央鶏卵規格取引研修会（卵重計量責任者

資格）でも解説していきますし、ご不明な点がありましたら遠慮なくお問い合わせください。 

 

【お問い合わせ】 

鶏卵公正取引協議会 Tel：03-3297-5516 

  

鶏卵公正取引協議会 第１４回通常総会 開催 
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中央鶏卵規格取引協議会は、鶏卵規格取引要綱に基づく研修会を３年ぶりに開催致しました。コ

ロナ禍で開催できなかった期間は、テキストをお渡しし自己学習とレポート提出によって暫定的に卵重軽

量責任者としてご活躍いただいておりますが、本受講が必須のため参加者は例年より多く 100 名を超え

ました。 

 

  この研修会は、鶏卵規格取引要綱の卵重規格（SS～

LL）、等級規格（特級～級外）を格付けする責任者になる

ために必要な研修です。鶏卵容器表示ラベル上で「卵重計量

責任者」として表示されます。 

 

  講師は、農林水産省畜産局食肉需給対策室、消費者庁

食品表示企画課、消費者庁表示対策課、畜産学の元大学

教授、鶏卵公正取引協議会等から各分野の専門の方々にご対応いただきました。 

研修内容は以下の通りでした。 

 

・鶏卵をめぐる情勢    農林水産省畜産局 

・鶏卵の規格と品質、GPセンターの衛生管理 東京農業大学 元教授 

・食品表示制度の概要及び生鮮食品の表示 消費者庁食品表示企画課 

・景品表示法の基本的な考え方   消費者庁表示対策課 

・鶏卵の表示に関する決まり   鶏卵公正取引協議会 

 

  写真は 11 月 17 日の東京会場ですが、１２月１日に京都会場でも開催致しました。例年に比べ

ると開催時期が遅くなり応募時期も分かりにくかったと反省しています。令和６年度の研修会はコロナ禍

前の初秋頃開催できるよう準備を進めて参ります。春には研修会募集に関する情報を中央鶏卵規格取

引協議会のホームページへアップしますのでご確認ください。 

 

【お問い合わせ】 

中央鶏卵規格取引協議会 Tel：03-3297-5515 

 

  

令和５年度 鶏卵規格取引研修会の開催について 
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鶏卵相場動向 ― 過去 10年間の１1月相場 東京全農Ｍサイズ 円/ kg 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鶏卵相場推移 2020年度～2023年度 

東京全農Ｍサイズ 円/ kg 

 
 

鶏卵相場は６月末から８月迄下降が続き、９月に入り上昇に転じ、１１月末時点では、月初から 15

円割安の 250円となりました。今シーズンも鳥インフルエンザ発生の影響に注視が必要です。
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2020年度（令和２年度）【平均169円】

2021年度（令和３年度）【平均215円】

2022年度（令和４年度）【平均250円】

2023年度（令和５年度）

250
2021年度

2022年度

2020年度

2023年度

  平均値 高値 安値 

平成26年 242 263 234 

平成27年 252 273 244 

平成28年 231 253 216 

平成29年 228 248 219 

平成30年 195 213 189 

令和元年 219 243 204 

令和２年 171 195 159 

令和３年 207 230 199 

令和４年 262 292 239 

令和5年 254 289 244 

平均値 226 250 215 

 

統 計 デ ー タ 

令和５年１1月の鶏卵相場（東京全農Ｍサイ

ズ）の高値２８９円は、過去 10年の平均値２５

０円を３９円上回り、安値２４４円は、過去 10

年の平均値２１５円を２９円上回っています。 
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鶏卵関係主要計数 ―― 令和５年 9月までの年間の主要計数推移 

 

 

・雛餌付羽数は、8,053千羽（前年比 102.9％）と前年比 2.9％増となりました。 

・配合飼料出荷量は、427千トン（前年比 92.4％）と前年比 7.6％減となりました。 

・鶏卵の家計消費量は、849 グラム（前年比 96.2％）と前年比 3.8％減となりました。 

・鶏卵相場は、前年平均の 69円高を示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

数量(千羽) 前年比 数量(千ﾄﾝ) 前年比 数量(g) 前年比 前年 本年

　４年　10月 8,406 86.7% 470 101.4% 955 101.4% 213 239

11月 8,767 96.8% 481 99.4% 911 98.6% 207 262

12月 9,076 94.8% 511 96.9% 943 99.6% 210 284

　５年　１月 8,475 99.3% 447 96.7% 898 96.8% 151 280

２月 8,289 95.6% 424 93.7% 849 94.8% 175 327

３月 9,470 102.4% 475 92.3% 828 86.3% 195 343

４月 8,715 98.6% 436 89.6% 846 92.2% 211 350

５月 9,349 100.5% 462 97.0% 833 89.0% 219 350

６月 9,641 114.1% 443 90.9% 817 94.9% 213 349

７月 9,325 103.4% 428 96.9% 813 88.8% 205 320

８月 8,694 102.5% 434 93.0% 859 97.9% 204 282

９月 8,053 102.9% 427 92.4% 849 96.2% 223 292

１年間合計

平均(%）
106,260 99.8% 5,438 95.0% 10,401 94.7% 202(平均) 307(平均)

雛餌付羽数(出荷）
配合飼料出荷量 家計消費量 鶏卵相場

成　鶏　用 一人当たり 東京全農Ｍ

鶏卵生産者経営安定対策事業（http:/www.jpa.or.jp/stability/） 

① 価格差補塡事業の事業参加者との 

契約数量（単位：ｔ） 

令和 ２年度 1,957,918 

令和 ３年度 1,840,695 

令和 ４年度 1,794,699 

令和 ５年度 1,731,712 

 

② 標準取引価格 

令和５年１１月 255.48円/kg 

 

③ 鶏卵価格差補塡事業 

補塡基準価格 209円/kg 

安定基準価格 190円/kg 

注：雛餌付羽数は全国推定値 

協 会 活 動 報 告 
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〒104-0033 東京都中央区新川二丁目６番１６号 馬事畜産会館内(５階) 

Tel：03-3297-5515 Fax：03-3297-5519 発行日：2023年 12 月 5日 

編集・発行責任者：淺木 仁志(info@jpa.or.jp) 

http://www.jpa.or.jp/stability/
http://www.jpa.or.jp/

